
事例研究行政法 ガイダンス

１ 本授業の目的
予備試験・司法試験と比べて難易度が高い事例研究行政法を用いて、行政法問題

の読み方・条文の読み方・答案を書く際の指針をつかんでもらうこと

２ 対象者
行政法の基礎講座を一通り勉強した人が対象

３ 作成した答案例の使い方
① 事例研究行政法の答案を実際に作成した場合をつかむ
② 苦手な論点・書き方がわからない論点の書き方を把握する
③ 合格者が時間無制限で書いたらどうなるかを見てみる

４ 解説で意識したポイント
⑴ 問題文の読み方
・問題文のどこに着目するか
・会議録(誘導)の読み方

⑵ 条文の読み方・探し方
＜条文の探し方＞
①問題文
②処分の根拠規定
③雑則・罰則・目的・定義規定

＜条文の読み解き方＞
①その法律が解決しようとしている問題をイメージする
②日本語を分解して解釈する
③法令用語から解釈する etc.



⑶ 答案を書く際の指針
① 訴訟選択
② 訴訟要件
③ 本案の主張
A 手続法上の違法
B 実体法上の違法


